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Abstract
Recently, the number of women with self-perceived sensitive skin （SPSS） has been increasing. According to a survey 

conducted in Japan, approximately 50% of women with SPSS have a history of experiencing some sensory irritation （e.g., 
stinging and itching） when using cosmetics. To reduce the sensory irritancy of cosmetics, we developed an assay to assess 
sensory irritancy. First, we conducted a sensory perception test using 1% lactic acid solution to reveal skin properties of 
women who were highly and reproducibly sensitive to sensory irritation. That survey revealed that women who were highly 
and reproducibly sensitive to 1% lactic acid showed a low current perception threshold （CPT） and had SPSS and a past his-
tory of allergic diseases. We thus selected women who had all of these properties （high susceptibility panel）， and then de-
veloped an assay of sensory irritancy for this panel. As the assay we developed was able to detect sensory irritation caused by 
a model skin lotion containing a raw material that may induce sensory irritation, the assay was considered useful for product 
assessment.
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1.　緒　　　言

近年，敏感肌意識を有する女性は増加している。日本
の化粧品消費者を対象とした調査において「自分の肌は
敏感肌である」と認識している女性は，1980年は5人に
1人，1995年には5人に2人，1998年では「ときどき敏
感になる」という方も含めると5人に3～4人（約70%）
となっており，増加傾向にある 1）。また，欧米において
も，約50%の女性が敏感肌意識を有していること 2）， 3），
とその割合は増加傾向にあることが報告されている 4）。
「敏感肌」という言葉に皮膚科学的に確立された定義
はないが，香粧品科学分野では疾患としての皮膚炎を起
こしやすい肌のほかに知覚刺激に対して感受性の高い肌
を総じて「敏感肌」ととらえられている 5）。敏感肌意識
のある女性は敏感肌意識のない女性よりも化粧品による
肌トラブルを経験している割合が高く，約50％の人が
化粧品による感覚刺激に関するトラブル（ヒリヒリ感や
かゆみなどの不快な自覚症状）を経験していることが明
らかになった 6）。
化粧品の感覚刺激性を評価する方法としては，1977
年にForschとKligmanが提唱した方法 7）をベースとした
スティンギング試験が一般的に用いられている。しか

し，感覚刺激の感受性は同一パネルでも変動し，再現性
が認められない場合があること 8）や個人の主観評価であ
り，客観性が乏しいという課題がある。これまでに，
Hilltopチャンバーによる閉塞下で乳酸を塗布する方法 9）

や連続スケールを用いて違和感の強さを評価する方法 10）

などさまざまな工夫がなされてきたが，化粧品の感覚刺
激性を精度良く評価できる方法はいまだに確立されてい
ない。
そこでわれわれは，化粧品の感覚刺激性を精度良く評
価できる試験法を開発するための検討に着手した。同一
パネルでも感受性が変動し，再現性が得られないという
課題を解決するために，感覚刺激の感受性が高くかつ再
現性が良好な女性の皮膚特性を明らかにする必要がある
と考えた。そこで，乳酸に対する感受性評価，皮膚計測
およびアンケート調査を実施した。感覚刺激性は個人の
主観評価であり，客観性が乏しいという課題に対して
は，適切な統計解析手法を用いることで精度向上を期待
できると考えた。
われわれは，乳酸に対する感受性評価，皮膚計測およ
びアンケート調査の結果から，感覚刺激性評価に適切な
女性の選出基準を策定した。その基準を満たす女性（高
感受性パネル）を対象として，解析に統計学的手法を用
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